	経済情勢トピックス
《大阪における訪日外国人客の動向～平成27年1～3月期を中心に～》


	訪日外国人客は増加傾向にあり、平成26年の大阪府来訪の外国人観光客や、平成27年1～3月期の関空の国際線外国人旅客数など、大阪府においても過去最高を更新した指標がいくつも見受けられます。大阪の特徴としては、中国・台湾などからの旅行客が伸びていること、百貨店の売上全体に占める免税売上高比率が増加傾向にあること、宿泊施設が大阪市内を中心に不足気味であることに加え、価格も上昇傾向にあることが指摘されています。


１　はじめに
訪日外国人の増加傾向は続いています。平成26年の訪日外国人客数は、目標としていた1,000万人を超えて、1,341万人（暫定値）となりました。月次の動き(図表1)をみても、最近では前年比20％以上で増加しています。特に、27年2月は中国の春節、3・4月は花見シーズンだったこともあり、27年2月～4月まで、単月において3ヶ月連続で過去最高を更新しました。

このように訪日外国人が急増している最近の状況を踏まえ、大阪・関西における訪日外国人客の動向について、各種統計資料を中心に考察したいと思います。

図表１　訪日外国人客数の推移（全国）
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（出所）日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」

２　急増している訪日外国人
訪日外国人が増加傾向にあるのは大阪・関西でも同様です。関西国際空港における国際線外国人旅客数では、27年4月において94万人と、前年比で38ヶ月連続のプラスを記録するとともに、27年4月は3ヶ月連続で過去最高を更新しました。特に27年4月は、円安等によって日本人が海外旅行を控えた影響もあり、国際線旅行客数で、外国人が日本人の2倍を初めて超えました。今後の動きをみても、27年7月時点で国際線LCC路線は計16社、21都市となり、関空における国際線LCCは増加傾向にあることから、外国人旅客数は今後も増加することが予想されます。
大阪府を訪れた外国人観光客数は、大阪観光局によると、26年は約376万人、前年比+43.5％と大幅に増加しました。大阪府へ来訪する外国人の特徴について、大阪府に宿泊した外国人の国籍別宿泊数からみると（図表2）、東アジア、特に中国・台湾からの宿泊者数が最近伸びています。その結果、26年における大阪府の全宿泊者数に占めるシェアは中国23.0％、台湾18.6％、韓国13.1％と、これまでと順位が入れ替わりました（23年では、1位：中国、2位：韓国、3位：台湾）
。その他では、タイなど東南アジアからの旅行客が急増しているのも特徴的です。

図表2　外国人延べ宿泊者数（大阪府）
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（出所）観光庁「宿泊旅行統計調査」

３　訪日外国人客による消費動向
それでは、訪日外国人の消費はどのような影響を与えているのでしょうか。インバウンド関連の消費規模では、りそな総研によると（図表3）、大阪府における消費額は26年で2,642億円、個人消費全体と比較した比率
では1.45％程度と推計されています
。これらの推定結果からすると、訪日外国人の消費額はその規模がまだまだ小さいのですが、今後急速な伸びが期待できる分野でもあります。特に、大阪へは、買い物代に多く支出する傾向がある、中国・香港などからの旅行客が多いこともあって、外国人による消費は、百貨店・家電量販店などの小売業において特に注目されています
。図表4は、大阪市内主要百貨店の免税売上高をまとめたものですが、26年10月から免税対象品の拡大にともない、各社それぞれ免税売上高は上昇傾向にあります。
図表3　訪日外国人客による消費額（推計）
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（出所）りそな総合研究所（2015）「訪日外国人による消費額の地域別推計（2014年）」

図表4　大阪市内主要百貨店の免税売上高（27年2月期）
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（出所）日本経済新聞（27.04.17）など各社報道記事より作成
　25年2月の春節期における中国人観光客等が商品を大量購入していく様子は「爆買い」と称されるなど、旺盛な消費行動がみられました。2月の大阪市内主要百貨店の免税品売上高は、店舗によって前年比3～6倍となり、店舗売上高に占める免税売上高が10％を超えた店舗もありました
。中国人観光客等によって購入された土産品では、以前はデジタルカメラ、炊飯器、腕時計が主流でしたが、27年2月の春節期では、ステンレスボトル、化粧品・健康食品、温水洗浄便座が売れ筋であることや、高級時計やサンゴ・真珠といった宝飾品などの高額商品もそれなりに売れたとの事でした（日経MJ 02.25）。
宿泊業においても訪日外国人客の増加の影響がみられます。大阪府における、平成26年の宿泊施設の客室稼働率は、リゾートホテルが86.6％（25年：79.5％）、ビジネスホテルが84.2％（25年：78.6％）、シティホテルが86.7％（25年：82.5％）と、それぞれ80％を超えているとともに、全国と比較して10ポイント程度高いことから、予約がとりにくい状況となっています。それに伴い、ホテルの宿泊料も上昇傾向にあり、大阪市の消費者物価指数の上昇要因にもなっています
。また、大阪市内でのホテルの予約が厳しいこともあり、周辺地域のホテルを利用せざるを得ないとの声も聞かれます
。
　外国人旅行客の大阪市内の立ち寄り先
では、日中は繁華街の他、大阪城・USJ・海遊館といった歴史文化型観光施設・都市型観光施設が賑わう一方、夜間は繁華街（特にミナミ）を中心に訪日外国人の滞在が集中していること、大阪市内では全体的にアジア系の来訪者が多く、特にUSJ周辺エリアやミナミの商業地区ではアジア系の比率が高いことが指摘されています
。

３　おわりに
訪日外国人客の急増傾向が持続していることもあり、政府では2020年に2,000万人の目標の前倒しを検討しています。現在の増加の勢いからすると、この2,000万人という目標は、あと数年で十分到達可能な状況になっています。

しかし、外国人の急増に対して、受け入れ側の態勢はどうでしょうか。入国審査に時間がかかること、大阪市内では宿泊施設が不足気味なこと、バスの発着場所等のインフラが不足していること、などの問題点も指摘されています。

訪日外国人の増加に対して、インフラ等の未整備により、もてなし等が不十分となり、リピート客を取り逃がしてしまうことなどがないよう、受け入れ側の整備も早急に求められています。　　　　　　　　　　　　　（佐野　浩）
� 全国との比較では、東アジア・東南アジアからの宿泊者数が増加しているのは同じだが、大阪府の方が中国・香港の比率が高くなっている。


� 大阪府の個人消費は、内閣府「県民経済計算」の「家計最終消費支出」（平成25年、名目値）を使用。


� 全国の26年における訪日外国人旅行者による旅行中の消費額は、2兆278億円、前年比+43.1％増と急成長している（観光庁「訪日外国人消費動向調査」）。


� 「平成27年版観光白書」では、インバウンド消費拡大の要因として、経済成長による訪日外国人における個人所得の上昇といった所得要因、日本製品の品質に対する根強い信頼感といった品質要因、円安や免税対象品目の拡大といった価格要因、訪日プロモーションの実施といったその他要因を4つの主要な要因を挙げている。


� 大丸心斎橋店の27年3～5月期の免税品売上高は48億円、全店売上高に占める割合は21.6％と、3ヶ月で前年の免税品売上高の約7割を稼いでいる（読売06.26）


�平成26年平均の大阪市消費者物価指数では、宿泊料を含む「教養娯楽サービス」は前年比+3.5％増で、総合指数の変化率に占める寄与率は約9％と、中分類の寄与度では2番目に高くなっている。


� 大阪市内を中心とした、最近のホテル予約の困難さは、「週刊ダイヤモンド2015/06/20号」、産経新聞（27.06.04）等の各種報道記事によって、たびたび指摘されている。


� 国土交通省近畿地方整備局「発見！意外なホットスポット！ビッグデータを用いて訪日外国人の滞在先を初めて正確に分析しました」（27.06.18公表）


� 2014年度のUSJへの来場者数は1270万人と13年ぶりに過去最高を更新。





